
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の周波数の発振信号を出力する発振回路と、
　上記発振信号と基準信号とを比較し、当該比較結果に応じた信号を出力する第 1の比較
回路と、
　上記第 1の比較回路の出力信号の振幅が所定の基準値よりも低いときに出力を一定のレ
ベルに保持し、上記第 1の比較回路の出力信号が上記基準値を超えたときに上記第 1の比較
回路の出力信号に応じた信号を出力する第 2の比較回路と、
　上記第 2の比較回路の出力信号に応じて第 1の駆動電流を出力する第 1の電流供給回路と
、
　上記第 2の比較回路の出力信号に応じて第 2の駆動電流を上記第 1の駆動電流と相補的に
出力する第 2の電流供給回路と、
　上記第 1の駆動電流と第 2の駆動電流とによって交互に充電される複数のキャパシタを有
し、入力電圧と異なる電圧を出力するチャージポンプ回路と、
　を有し、
　少なくとも、上記発振回路と上記第 1の比較回路と上記第 2の比較回路と

が共通の電源電圧供給線に接続されて
電

圧供給回路。
【請求項２】
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上記第 1の電流
供給回路と上記第 2の電流供給回路と おり、上記電
源電圧供給線のインピーダンスに起因する寄生発振が防止されるように構成されている



　上記発振回路が水晶発振器を有し、当該水晶発振器の固有周波数を持つ上記発振信号を
生成して上記第 1の比較回路に出力する、
　請求項 1に記載の電圧供給回路。
【請求項３】
　上記第 1の比較回路が、一方の入力端子に上記発振信号が入力され、他方の入力端子に
上記基準信号が入力される第 1の差動回路を有し、
　上記第 2の比較回路が、上記第 1の差動回路から出力される信号を入力する第 2の差動回
路有する、
　請求項 1又は 2に記載の電圧供給回路。
【請求項４】
　上記第 2の比較回路がヒステリシス特性を有する、
　請求項 1乃至 3の何れかに記載の電圧供給回路。
【請求項５】
　上記第 1及び第 2の電流供給回路が、上記第 2の比較回路の出力信号に応じてそれぞれ交
互に動作する第 1及び第 2の電流源回路で構成される、
　請求項 1乃至 4の何れかに記載の電圧供給回路。
【請求項６】
　上記第 1の差動回路の出力端子と上記第 2の差動回路の入力端子との間に接続された第 1
の抵抗回路を更に有する、
　請求項 1乃至 5の何れかに記載の電圧供給回路。
【請求項７】
　上記第 1の差動回路の出力端子と上記第 2の差動回路の出力端子との間に接続された第 2
の抵抗回路を更に有する、
　請求項 6に記載の電圧供給回路。
【請求項８】
　上記発振信号の周波数と上記第 1及び第 2の駆動電流の供給タイミングとが等しい、
　請求項 1乃至 7の何れかに記載の電圧供給回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電源電圧と異なる電圧を供給するチャージポンプ昇圧回路及びチャージポンプ
昇圧回路を駆動する駆動回路を含む電圧供給回路に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電源電圧と異なるレベルの電圧を生成するためには、通常スイッチング電源を備えたＤＣ
－ＤＣコンバータまたはチャージポンプ式の昇圧回路を用いる。これらの回路によって、
電源電圧より高い電圧若しくは負の電圧を発生することができる。
【０００３】
例えば、テレビ受信機にあるテレビチューナの周波数レンジの調整（チューニング）は、
受信するチャネルに応じて電圧制御発振回路（ＶＣＯ）のバリキャップ（可変容量素子）
に加えるチューニング電圧を変化させることで実現できる。このチューニング電圧は、受
信信号の周波数バンドによって３０Ｖ程度の電圧を必要とする場合もある。
【０００４】
近年、テレビチューナの用途は、車載テレビ用、パソコン（パーソナルコンピュータ）用
などと幅広くなっており、小型、軽量であり、携帯の便利さが要求されることが多い。こ
のため、テレビチューナに必要なチューニング電圧は、外部からの供給ではなく、装置内
部で発生する方式が取られている。このための電圧生成回路として、チャージポンプ式昇
圧回路が広く利用されている。
【０００５】
図４は、一般的なチャージポンプ式昇圧回路の一構成例を示している。図示のように、こ
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の昇圧回路は、発振回路１０、チャージポンプ駆動回路２０及びチャージポンプ回路３０
によって構成されている。以下、各部分回路の構成及び機能について説明する。
【０００６】
発振回路１０は、図示のように通常水晶発振器ＸＴＬ、キャパシタＣ１及び発振増幅器Ｏ
ＳＣによって構成されている。
チャージポンプ駆動回路２０は、コンパレータＣＭＰと、コンパレータＣＭＰの出力信号
に応じて、駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2をチャージポンプ回路３０に供給するバッファＢＵＦ１，
ＢＵＦ２によって構成されている。
【０００７】
チャージポンプ回路３０は、電源電圧Ｖ C Cの供給端子Ｔ 1  と出力端子Ｔ 2  との間に直列接
続されている複数段のダイオードＤ１，Ｄ２，…，Ｄｎ、チャージポンプとして設けられ
ている複数のキャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…、出力キャパシタＣ o u t  及び出力端子Ｔ o u t  と接
地電位ＧＮＤとの間に直列接続されている複数段のツェナーダイオードＺＤ１，…，ＺＥ
ｍによって構成されている。
チャージポンプ用キャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…は、一方の端子がダイオードＤ１，Ｄ２，…
の出力端子に接続され、他方の端子がバッファＢＵＦ１，ＢＵＦ２の出力端子に交互に接
続されている。
【０００８】
図５は、発振回路１０及びチャージポンプ駆動回路２０の内部構成を示す回路図である。
図示のように、発振回路１０は、水晶発振器ＸＴＬ、キャパシタＣ１及び発振増幅器ＯＳ
Ｃによって構成され、さらに、発振増幅器ＯＳＣは、ｎｐｎトランジスタＰ３，Ｐ４、キ
ャパシタＣ２，Ｃ３及び抵抗素子Ｒ１～Ｒ６によって構成されている。
【０００９】
水晶発振器ＸＴＬとキャパシタＣ１は、発振信号出力端子Ｔ 3  と接地電位ＧＮＤとの間に
直列接続されている。
また、電源電圧Ｖ C Cの供給線とノードＮＤ１との間にダイオード接続されているｎｐｎト
ランジスタＰ１とＰ２が直列接続されている。
発振増幅器ＯＳＣにおいて、トランジスタＰ３のベースが端子Ｔ 3  に接続され、コレクタ
がノードＮＤ１に接続され、エミッタが抵抗素子Ｒ３を介して接地されている。また、端
子Ｔ 3  と接地電位ＧＮＤとの間にキャパシタＣ２とＣ３が直列接続され、キャパシタＣ２
とＣ３の接続点がトランジスタＰ３のエミッタに接続されている。
また、ノードＮＤ１と接地電位ＧＮＤとの間に抵抗素子Ｒ４とＲ５が直列接続され、トラ
ンジスタＰ４のコレクタがノードＮＤ１に接続され、ベースが抵抗素子Ｒ４とＲ５との接
続点に接続され、エミッタが抵抗素子Ｒ６を介して接地されている。
【００１０】
上述したように構成されている発振回路１０は、水晶発振器ＸＴＬ固有の発振周波数で発
振し、端子Ｔ 3  から発振電圧Ｖ o s c  が出力される。また、この発振回路の利得は、キャパ
シタＣ２とＣ３の容量値によって決まる。
【００１１】
チャージポンプ駆動回路２０において、ｎｐｎトランジスタＰ５とＰ６からなる差動回路
及びｎｐｎトランジスタＰ８とＰ９からなる差動回路は、図４に示すコンパレータＣＭＰ
を構成している。また、ｐｎｐトランジスタＱ１，Ｑ２及びｎｐｎトランジスタＰ１１，
Ｐ１２，Ｐ１３，Ｐ１４は、それぞれバッファＢＵＦ１，ＢＵＦ２を構成している。
【００１２】
上述したチャージポンプ駆動回路２０において、コンパレータＣＭＰは、発振回路１０の
端子Ｔ 3  の発振電圧Ｖ o s c  とトランジスタＰ４のベース電圧とを比較し、当該比較の結果
に従って発振信号を生成し、バッファＢＵＦ１とＢＵＦ２に出力する。これによって、バ
ッファＢＵＦ１とＢＵＦ２から、互いに位相が反転するチャージポンプ駆動電流Ｉ s 1とＩ

s 2が出力される。
【００１３】
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バッファＢＵＦ１とＢＵＦ２から出力される駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2が交互にチャージポンプ
回路３０にあるキャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…に出力される。このため、チャージポンプ回路
３０において、キャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…が交互に充放電を繰替えして行われるので、出
力端子Ｔ o u t  に電源電圧Ｖ C Cより高い電圧が出力される。なお、出力端子Ｔ o u t  の電圧Ｖ

o u t  は、出力キャパシタＣ o u t  によって平滑化され、さらに、直列接続されている複数段
のツェナーダイオードＺＤ１，…，ＺＥｍによって所望の電圧に保持される。
【００１４】
上述したチャージポンプ昇圧回路において、電源電圧Ｖ C C及び希望の出力電圧Ｖ o u t  に従
って、昇圧段の数が決められる。さらに、負荷回路に対して十分な電流駆動能力を確保す
るために、一般に希望の出力電圧Ｖ o u t  より高い昇圧電圧を供給するように昇圧段の数を
設定し、出力側にツェナーダイオードを用いて出力電圧Ｖ o u t  を所望の電圧値に制限する
ことで、昇圧回路の電流駆動能力を確保できる。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した従来のチャージポンプ式の昇圧回路において、発振回路１０の帰還ル
ープとは別に電源インピーダンスを介してチャージポンプ駆動回路２０に他の帰還ループ
が形成される。特に電源線ラインのインピーダンスが高い場合、チャージポンプ駆動回路
１０の帰還ループによって寄生発振が引き起こされる。これによって、発振回路１０は正
常な発振動作ができなくなり、寄生発振の発振周波数によって、バッファＢＵＦ１とＢＵ
Ｆ２の出力する駆動電流の周波数が決められる。
【００１６】
通常、発振回路１０の発振周波数は、水晶発振器ＸＴＬの固有の周波数によって制御され
る。発振回路の発振周波数にあわせてバッファ及びチャージポンプ回路３０が設計される
ので、寄生発振の発振周波数は、寄生発振を引き起こす帰還ループの特性によって決めら
れるので、寄生発振は水晶発振器ＸＴＬの発振周波数と異なる発振周波数で発振すること
が考えられる。このためチャージポンプ回路３０に十分な駆動電流を供給できなくなり、
または駆動電流の周波数がチャージポンプ回路３０が要求する基準値より低くまたは高く
なり、チャージポンプ回路３０から出力される電圧Ｖ o u t  が所望の電圧に到達できず、負
荷回路に所望の電圧を供給できなくなるという不利益がある。
【００１７】
本発明は、かかる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、チャージポンプ駆動回
路の寄生発振を抑制し、安定した発振周波数でチャージポンプ駆動電流を生成でき、所望
の昇圧電圧を負荷回路に供給できる電圧供給回路を提供することにある。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の電圧供給回路は、所定の周波数の発振信号を出力
する発振回路と、上記発振信号と基準信号とを比較し、当該比較結果に応じた信号を出力
する第 1の比較回路と、上記第 1の比較回路の出力信号の振幅が所定の基準値よりも低いと
きに出力を一定のレベルに保持し、上記第 1の比較回路の出力信号が上記基準値を超えた
ときに上記第 1の比較回路の出力信号に応じた信号を出力する第 2の比較回路と、上記第 2
の比較回路の出力信号に応じて第 1の駆動電流を出力する第 1の電流供給回路と、上記第 2
の比較回路の出力信号に応じて第 2の駆動電流を上記第 1の駆動電流と相補的に出力する第
2の電流供給回路と、上記第 1の駆動電流と第 2の駆動電流とによって交互に充電される複
数のキャパシタを有し、入力電圧と異なる電圧を出力するチャージポンプ回路とを有し、
少なくとも、上記発振回路と上記第 1の比較回路と上記第 2の比較回路と

が共通の電源電圧供給線に接続されて
。

【００１９】
　また、本発明では、好適には、上記発振回路が水晶発信器を有し、当該水晶発信器の固
有周波数を持つ上記発振信号を生成して上記第 1の比較回路に出力する。
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給回路と上記第 2の電流供給回路と おり、上記電源
電圧供給線のインピーダンスに起因する寄生発振が防止されるように構成されている



【００２０】
　また、本発明では、好適には、上記第 1の比較回路が、一方の入力端子に上記発振信号
が入力され、他方の入力端子に上記基準信号が入力される 差動回路

【００２１】
　

【００２２】
【発明の実施の形態】
図１は本発明に係る電圧供給回路の一実施形態を示す回路図である。
図示のように、本実施形態の電圧供給回路は、発振回路１０、チャージポンプ駆動回路２
０ａ及びチャージポンプ回路３０によって構成されている。
以下、本実施形態の電圧供給回路の各部分についてそれぞれの構成及び動作について説明
する。
【００２３】
発振回路１０は、図示のように水晶発振器ＸＴＬ、キャパシタＣ１及び発振増幅器ＯＳＣ
によって構成されている。
チャージポンプ駆動回路２０ａは、コンパレータＣＭＰ１，ＣＭＰ２と、コンパレータＣ
ＭＰの出力信号に応じて、駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2をチャージポンプ回路３０に供給するバッ
ファＢＵＦ１，ＢＵＦ２によって構成されている。
【００２４】
チャージポンプ回路３０は、電源電圧Ｖ C Cの供給端子Ｔ 1  と出力端子Ｔ 2  との間に直列接
続されている複数段のダイオードＤ１，Ｄ２，…，Ｄｎ、チャージポンプとして設けられ
ている複数のキャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…、出力キャパシタＣ o u t  及び出力端子Ｔ o u t  と接
地電位ＧＮＤとの間に直列接続されている複数段のツェナーダイオードＺＤ１，…，ＺＥ
ｍによって構成されている。
チャージポンプ用キャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…は、一方の端子がダイオードＤ１，Ｄ２，…
の出力端子に接続され、他方の端子がバッファＢＵＦ１，ＢＵＦ２の出力端子に交互に接
続されている。
【００２５】
図２は、発振回路１０及びチャージポンプ駆動回路２０ａ内部構成を示す回路図である。
図示のように、発振回路１０は、水晶発振器ＸＴＬ、キャパシタＣ１及び発振増幅器ＯＳ
Ｃによって構成され、さらに、発振増幅器ＯＳＣは、ｎｐｎトランジスタＰ３，Ｐ４、キ
ャパシタＣ２，Ｃ３及び抵抗素子Ｒ１～Ｒ６によって構成されている。
【００２６】
水晶発振器ＸＴＬとキャパシタＣ１は、発振信号出力端子Ｔ 3  と接地電位ＧＮＤとの間に
直列接続されている。
また、電源電圧Ｖ C Cの供給線とノードＮＤ１との間にダイオード接続されているｎｐｎト
ランジスタＰ１とＰ２が直列接続されている。
発振増幅器ＯＳＣにおいて、抵抗素子Ｒ１とＲ２がノードＮＤ１と接地電位ＧＮＤとの間
に直列接続されている。トランジスタＰ３のベースが端子Ｔ 3  に接続され、コレクタがノ
ードＮＤ１に接続され、エミッタが抵抗素子Ｒ３を介して接地されている。また、端子Ｔ

3  と接地電位ＧＮＤとの間にキャパシタＣ２とＣ３が直列接続され、キャパシタＣ２とＣ
３の接続点がトランジスタＰ３のエミッタに接続されている。
【００２７】
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第 1の を有し、上記第 2
の比較回路が、上記第 1の差動回路から出力される信号を入力する第 2の差動回路を有する
。更には、上記第 2の比較回路がヒステリシス特性を有する。

更に、本発明では、好適には、上記第 1及び第 2の電流供給回路が、上記第 2の比較回路
の出力信号に応じてそれぞれ交互に動作する第 1及び第 2の電流源回路で構成される。また
、上記第 1の差動回路の出力端子と上記第 2の差動回路の入力端子との間に接続された第 1
の抵抗回路を更に有する。更には、上記第 1の差動回路の出力端子と上記第 2の差動回路の
出力端子との間に接続された第 2の抵抗回路を更に有する。また、上記発振信号の周波数
と上記第 1及び第 2の駆動電流の供給タイミングとが等しい。



ノードＮＤ１と接地電位ＧＮＤとの間に抵抗素子Ｒ４とＲ５が直列接続され、トランジス
タＰ４のコレクタがノードＮＤ１に接続され、ベースが抵抗素子Ｒ４とＲ５との接続点に
接続され、エミッタが抵抗素子Ｒ６を介して接地されている。
【００２８】
上述したように構成されている発振回路１０は、水晶発振器ＸＴＬ固有の発振周波数で発
振し、端子Ｔ 3  から発振電圧Ｖ o s c  が出力される。また、この発振回路の利得は、キャパ
シタＣ２とＣ３の容量値によって決まる。
【００２９】
チャージポンプ駆動回路２０ａにおいて、ｎｐｎトランジスタＰ５，Ｐ６，Ｐ７及び抵抗
素子Ｒ７，Ｒ８によって、コンパレータＣＭＰ１が構成されている。また、ｎｐｎトラン
ジスタＰ８，Ｐ９，Ｐ１０及び抵抗素子Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ２１，Ｒ２２，Ｒ２３，Ｒ２４
によって、コンパレータＣＭＰ２が構成されている。さらに、ｎｐｎトランジスタＰ１１
，Ｐ１２，Ｐ１３，Ｐ１４、ｐｎｐトランジスタＱ１，Ｑ２及び抵抗素子Ｒ１１によって
、バッファＢＵＦ１，ＢＵＦ２が構成されている。
【００３０】
図２に示すように、まず、コンパレータＣＭＰ１において、トランジスタＰ５のベースが
発振回路１０のトランジスタＰ４のベースに接続され、そのコレクタが抵抗素子Ｒ７を介
して電源電圧Ｖ C Cの供給線に接続されている。また、トランジスタＰ６のベースが発振回
路１０のトランジスタＰ３のベース、即ち、端子Ｔ 3  に接続され、そのコレクタが抵抗素
子Ｒ８を介して電源電圧Ｖ C Cの供給線に接続されている。トランジスタＰ５とＰ６のエミ
ッタがともにトランジスタＰ７のコレクタに接続されている。そして、トランジスタＰ７
のエミッタが接地され、そのベースが入力端子Ｔ 4  に接続されている。
なお、入力端子Ｔ 4  にバイアス電圧Ｖ b sが印加される。トランジスタＰ７は、バイアス電
圧Ｖ b sによって制御される動作電流を差動回路に供給する電流源である。
【００３１】
上述のように、コンパレータＣＭＰ１は、トランジスタＰ５とＰ６からなる差動回路によ
って構成されている。この差動回路において、トランジスタＰ５のベースにトランジスタ
Ｐ４のベース電圧、即ち、発振回路１０における抵抗素子Ｒ４とＲ５によって設定された
基準電圧が印加され、トランジスタＰ６のベースに発振回路１０によって生成される発振
電圧Ｖ o s c  が印加される。コンパレータＣＭＰ１によって、発振電圧Ｖ o s c  とトランジス
タＰ４のベース電圧とが比較され、当該比較の結果に従って差動電圧ΔＶ i  がトランジス
タＰ５とＰ６のコレクタから出力される。
【００３２】
次に、コンパレータＣＭＰ２において、トランジスタＰ８のベースは、抵抗素子Ｒ２１を
介して、コンパレータＣＭＰ１を構成するトランジスタＰ５のコレクタに接続され、トラ
ンジスタＰ９のベースは、抵抗素子Ｒ２３を介して、コンパレータＣＭＰ１を構成するト
ランジスタＰ６のコレクタに接続されている。トランジスタＰ８のコレクタは、抵抗素子
Ｒ９を介して電源電圧Ｖ C Cの供給線に接続され、また、抵抗素子Ｒ２２を介してトランジ
スタＰ９のベースに接続されている。トランジスタＰ９のコレクタは、抵抗素子Ｒ１０を
介して電源電圧Ｖ C Cの供給線に接続され、また、抵抗素子Ｒ２４を介してトランジスタＰ
８のベースに接続されている。
【００３３】
トランジスタＰ８とＰ９のエミッタがトランジスタＰ１０のコレクタに共通に接続されて
いる。トランジスタＰ１０のエミッタが接地され、そのベースが端子Ｔ 4  に接続されてい
る。即ち、トランジスタＰ１０は、コンパレータＣＭＰ１のトランジスタＰ７と同じく、
バイアス電圧Ｖ b sによって制御された動作電流をトランジスタＰ８とＰ９からなる差動回
路に供給する電流源である。
【００３４】
上述したコンパレータＣＭＰ２において、抵抗素子Ｒ２１，Ｒ２２，Ｒ２３及びＲ２４に
よって差動回路にヒステリシス特性が与えられる。即ち、コンパレータＣＭＰ１の出力差
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電圧ΔＶ i  がある一定の値以上に達していないと、コンパレータＣＭＰ２の出力がコンパ
レータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  に依存せず、一定に保持される。
【００３５】
ここで、抵抗素子Ｒ２１とＲ２３の抵抗値をともにｒ１とし、抵抗素子Ｒ２２とＲ２４の
抵抗値をともにｒ２とする。また、動作開始前にコンパレータＣＭＰ２の出力差動電圧、
即ち、コンパレータＣＭＰ２を構成するトランジスタＰ８とＰ９のコレクタの電圧差をΔ
Ｖ O  とすると、コンパレータＣＭＰ１の出力差動電圧ΔＶ i  の振幅が、次式によって示す
しきい値ΔＶ t hを越えたとき、コンパレータＣＭＰ２が動作しはじめる。
【００３６】
【数１】
ΔＶ t h＝－（ｒ１／ｒ２）ΔＶ O  　　　…（１）
【００３７】
即ち、コンパレータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  がしきい値ΔＶ t h以下のとき（ΔＶ i  ＜
ΔＶ t h）、コンパレータＣＭＰ２は動作しない。一方、コンパレータＣＭＰ１の出力差電
圧ΔＶ i  がしきい値ΔＶ t hを上回ったとき（ΔＶ i  ≧ΔＶ t h）、コンパレータＣＭＰ２が
動作しはじめ、バッファＢＵＦ１とＢＵＦ２によって、発振回路１０から出力される発振
電圧Ｖ o s c  の周波数を持つ駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2が出力される。
【００３８】
このように、抵抗素子Ｒ２１，Ｒ２２，Ｒ２３及びＲ２４を設けることによって、コンパ
レータＣＭＰ２にヒステリシス特性が付与され、このヒステリシス特性によって、前段の
コンパレータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  が式（１）に示すしきい値ΔＶ t h以下のとき、
コンパレータＣＭＰ２の出力がほぼ一定のレベルに保持され、コンパレータＣＭＰ１の出
力差電圧ΔＶ i  がこのしきい値ΔＶ t hを越えたとき、コンパレータＣＭＰ２が動作し、ト
ランジスタＰ８とＰ９のベースに入力される差電圧ΔＶ i  に応じて出力電圧ΔＶ O  が制御
される。これによって、バッファＢＵＦ１とＢＵＦ２によって、発振回路１０の発振周波
数を持つ駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2が出力される。
【００３９】
上述した発振回路１０及びチャージポンプ駆動回路２０ａによって、発振回路１０が水晶
発振器ＸＴＬ固有の共振周波数の発振電圧Ｖ o s c  が生成され、チャージポンプ駆動回路２
０ａに出力される。チャージポンプ駆動回路２０ａにおいて、発振電圧Ｖ o s c  に応じて、
差動電圧ΔＶ i  が出力される。ヒステリシス特性を持つコンパレータＣＭＰ２において、
入力される差動電圧ΔＶ i  の振幅が一定の値以下のとき、出力電圧ΔＶ O  のレベルが一定
に保持され、差動電圧ΔＶ i  の振幅一定値を越えたとき、トランジスタＰ８とＰ９からな
る差動回路が差動電圧ΔＶ i  に応じて動作し、発振電圧Ｖ o s c  と同じ周波数を持つ出力電
圧ΔＶ O  が生成される。
【００４０】
出力バッファにおいて、トランジスタＱ１とＱ２及び抵抗素子Ｒ１１によって差動回路が
構成されている。図示のように、トランジスタＱ１のベースがトランジスタＰ９のコレク
タに接続され、トランジスタＱ２のベースがトランジスタＰ８のコレクタに接続され、さ
らにトランジスタＱ１とＱ２のエミッタの接続点が抵抗素子Ｒ１１を介して、電源電圧Ｖ

C Cの供給線に接続されている。トランジスタＱ１のコレクタに、トランジスタＰ１３が接
続され、トランジスタＱ２のコレクタに、トランジスタＰ１１が接続されている。
【００４１】
トランジスタＰ１１とＰ１２、またはトランジスタＰ１３とＰ１４によってそれぞれカレ
ントミラー回路が構成されている。図示のように、トランジスタＰ１１とＰ１２のベース
がトランジスタＰ１１のコレクタとともにトランジスタＱ２のコレクタに接続されている
。トランジスタＰ１１とＰ１２のエミッタが接地されている。同様に、トランジスタＰ１
３とＰ１４のベースがトランジスタＰ１３のコレクタとともにトランジスタＱ１のコレク
タに接続されている。トランジスタＰ１３とＰ１４のエミッタが接地されている。
【００４２】
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このように構成されている出力バッファにおいて、トランジスタＰ１４のコレクタから、
トランジスタＱ１のコレクタに流れる電流に応じた駆動電流Ｉ s 1が出力され、トランジス
タＰ１２のコレクタから、トランジスタＱ２のコレクタに流れる電流に応じた駆動電流Ｉ

s 2が出力される。
【００４３】
図３は、発振回路１０における発振電圧Ｖ o s c  及びチャージポンプ駆動回路２０ａによっ
て出力される駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2の波形を示す波形図である。なお、図３は、電源電圧Ｖ

C Cが投入されてから、発振回路１０及びチャージポンプ駆動回路２０ａが正常に動作しは
じめるまでの信号波形を示している。
図３（ａ）は、発振電圧Ｖ o s c  の波形を示している。図示のように、電源電圧Ｖ C Cが投入
されたあと、発振回路１０において発振電圧Ｖ o s c  の振幅が徐々に大きくなる。一方、チ
ャージポンプ駆動回路２０ａにおいて、コンパレータＣＭＰ２のヒステリシス特性によっ
て、発振電圧Ｖ o s c  の振幅が所定の値に達するまで回路が動作せず、出力される駆動電流
Ｉ s 1とＩ s 2がそれぞれ一定の値に保持される。発振電圧Ｖ o s c  の振幅が所定の値に達する
と、チャージポンプ駆動回路２０ａが動作しはじめ、発振電圧Ｖ o s c  と同じ周波数の駆動
電流Ｉ s 1とＩ s 2がそれぞれ出力される。
【００４４】
チャージポンプ回路３０において、チャージポンプ駆動回路２０ａから供給される駆動電
流Ｉ s 1とＩ s 2に応じて、キャパシタＣ p 1，Ｃ p 2，…が交互にチャージとディスチャージを
繰り返すので、電源電圧Ｖ C Cより高く昇圧された昇圧電圧Ｖ o u t  が出力端子Ｔ 2  から出力
される。
【００４５】
このように、チャージポンプ駆動回路２０ａにヒステリシス特性を持つコンパレータＣＭ
Ｐ２を設けることによって、発振回路１０の発振電圧Ｖ o s c  の振幅が所定レベルに達する
まで、即ち、コンパレータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  の振幅が所定のレベルに達するま
で、コンパレータＣＭＰ２の出力電圧ΔＶ O  が一定のレベルに保持される。これによって
、寄生発振のループに不感帯が持たせられ、寄生発振が抑制される。
【００４６】
以上説明したように、本実施形態によれば、発振回路１０によって水晶発振器の固有の発
振周波数の発振電圧Ｖ o s c  を発生し、チャージポンプ駆動回路２０ａに出力する。チャー
ジポンプ駆動回路２０ａにおいて、ヒステリシス特性を持つコンパレータＣＭＰ２が設け
られ、コンパレータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  が所定のしきい値ΔＶ t hより低いとき、
コンパレータＣＭＰ２が動作せず、コンパレータＣＭＰ１の出力差電圧ΔＶ i  がしきい値
ΔＶ t hを越えたとき、コンパレータＣＭＰ２が動作しはじめ、発振回路１０によって出力
される発振信号と同じ周波数の駆動電流Ｉ s 1とＩ s 2が生成され、チャージポンプ回路３０
に供給される。これによって、寄生発振を抑制でき、簡単な回路構成でチャージポンプ回
路に安定した駆動電流を供給できる。
【００４７】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の電圧供給回路によれば、チャージポンプ駆動回路の寄生
発振を抑制することができ、安定した発振周波数を持つ駆動電流をチャージポンプ回路に
供給でき、所望の昇圧電圧を負荷に供給できる。
　また、本発明によれば、本電源供給回路に供給される電源の入力インピーダンスの影響
を特に考慮する必要がなく、簡単な回路構成 寄生発振を抑制でき、回路構成の簡素化と
コストの低減を実現できる。
　さらに、本発明によれば、チャージポンプ駆動回路にヒステリシスを持つコンパレータ
を設けることで寄生発振を抑制することができ、ヒステリシス特性を抵抗素子によって容
易に実現でき、回路の特性が安定し、所望の動作特性を実現できる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電圧供給回路の一実施形態を示す回路図である。
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【図２】発振回路及びチャージポンプ駆動回路の構成を示す回路図である。
【図３】発振回路及びチャージポンプ駆動回路の動作を示す波形図である。
【図４】従来の電圧供給回路の一構成例を示す回路図である。
【図５】従来の電圧供給回路を構成する発振回路及びチャージポンプ駆動回路の構成を示
す回路図である。
【符号の説明】
１０…発振回路
２０，２０ａ…チャージポンプ駆動回路
３０…チャージポンプ回路
Ｖ C C…電源電圧
ＧＮＤ…接地電位
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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